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	応用
	抗原情報
	背景
	神経細胞における神経成長因子（NGF）結合後のアポトーシス反応に関与する。NGFR/p75NTRに結合し、NTRK1/TrkAとの結合を阻害することで細胞周期の進行を阻害し、NGFRを介したアポトーシスを促進する。DLXファミリーメンバーの機能調節因子として作用する可能性がある。TP53/p53転写活性を調節し、細胞増殖を阻害する可能性がある。TP53のリン酸化と蓄積を促進する。RING型ジンクフィンガー含有E3ユビキチンタンパク質リガーゼのユビキチンリガーゼ活性を増強する可能性がある。E3：基質複合体におけるUbl結合酵素（E2）のリクルートおよび／または安定化を介して作用することが示唆されている。
	研究分野
	-
	画像データ
	

	Jurkat 293細胞株（左から右へ）のライセートをMAGED1抗体（中央）を用いてウェスタンブロット解析した。MAGED1マウスモノクローナル抗体は各レーンで1:1000に希釈した。二次抗体として、ヤギ抗マウスIgG H&L(HRP)抗体を1:3000に希釈したものを使用した。ライセートは1レーンあたり35μg。

